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               審   査   の   要   旨 
 
 
 
 自然界では様々な生物上（内も含めて）や様々な基質上で微生物はバイオフィルムを形成している。しか
し、それらの解析手法がないため、現在のバイオフィルムの理解は市販の培養デバイス内のガラス上で形成
されるバイオフィルム解析から得られた知見のみしか存在しない。清川達則氏は、生物をはじめとする様々
な物質を基質としたバイオフィルム形成を観察・解析出来る全く新しい手法の開発に成功している。そのた
めの新規デバイス開発のみならず、それに対応したイメージング技術の改良にも取り組み成果をあげている。
健康・環境・作物生産には微生物バイオフィルムが関与しているがそれらの解析技術がないことがそれらの
研究の妨げになっており、本論文の成果によりそれら全てのバイオフィルム解析に大きく貢献することが見
込まれる。実際に、植物葉表面上でのバイオフィルム形成の解析に成功し、新たな微生物・植物の相互作用
に関する知見も得られている。 
 以上のように、本博士論文における新規バイオフィルム解析手法の開発とそれによる実証実験は、これま
で限定的であったバイオフィルム研究の対象が飛躍的に拡大され、あわせて新たなバイオフィルムに関わる
知見が得られることが期待される。これらのことは様々な分野・産業でのバイオフィルムそして微生物制御、
さらには基礎研究にも大きく貢献することが見込まれ高く評価出来る。 
 
 平成２９年１月１６日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
